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１．当社の概要 

 
（１） 事業者名及び代表者名 

株式会社 谷 田 組 
代表取締役 谷田 勝良 

 
（２） 所在地 

     〒775-0415 
        本    社      ：徳島県海部郡海陽町相川字笹草 40 番地 
       倉庫兼資材置場 ：徳島県海部郡海陽町相川字笹草 73 番地 

 
（３） 環境保全関係の責任者及び担当者名及び連絡先 

環境管理責任者  ：    森下 哲夫 
総務部         ：    谷田 直美 
工事部長       ：    木元 秀和 

     連絡担当者     ：     谷田 直美 
         TEL 0884-75-2211 FAX 0884-75-2212 

                          Email : tanida@ma.pikara.ne.jp 
              

（４） 事業内容（E21 対象） 
   土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業  
   舗装工事業、しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業 
    
（５） 事業規模 

資本金          2000 万円 
完成工事高        368 百万円 
主要工事件数       11 件 
従業員数          24 人 
本社延べ床面積    270m2 

倉庫兼資材置場   4240m2 
 
 （６） 保有している許可 

① 建設業許可 
（徳島県知事許可（特-29）第 806 号、有効期間：2017.8.13～2022.8.12) 

         許可内容：土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業、 
舗装工事業、しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道工事業、解体工事業 
の 9 業 

    ② 産業廃棄物収集運搬業許可 
（許可番号 3600099168、有効期間：2017.12.8～2022.12.1) 

         但し、2021 年度においては、この産業廃棄物収集運搬業については、事業
実態がなかったので、現在は、この事業に関しては EA21 認証・登録の対
象外である。 

 
（７） 事業年度 ６月～５月 

- １ - 



                                   環境レポート EA-014-004 

 

2．認証・登録の対象組織・活動 

  

  ・認証登録範囲：全組織、全活動を対象とする。 

本   社      ：徳島県海部郡海陽町相川字笹草 40 番地 

              倉庫兼資材置場 ：徳島県海部郡海陽町相川字笹草 73 番地 

 

・事業活動 ：土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業 

舗装工事業、しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業   

           

  ・環境経営活動レポートの対象期間   ２０２２年６月～２０２３年５月 

 

  ・環境経営活動レポートの発行日    ２０２３年７月１８日 

   

    ・次回環境経営活動レポートの発行日   ２０２４年７月予定 
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３．実施体制と役割分担表 

　

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営活動レポートの確認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

社　　長

環境管理責任者

工 事 部総 務 部 倉庫兼資材置場

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

社長
（谷田勝良）

役割・責任・権限

・環境経営システムの構築、実施、管理

・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。

全従業員

・自部門における環境経営方針の周知

・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施

環境管理責任者
（森下哲夫）

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認

・環境経営活動レポートの承認

・工事部が行う環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価についての承認

工事部
（森下哲夫）

・環境経営活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営目標・環境経営活動計画書を確認

・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・自部門に関連する環境経営活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、
　訓練を実施、記録の作成

総務部
（谷田直美）

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

　又はダブルチェック

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営目標、環境経営活動計画書原案のの作成
・環境経営活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成ならびに遵守チェック

・自部門における環境経営システムの実施
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４．環境経営方針 

◇基本理念  

  株式会社谷田組は、自然との共存を念頭に、全社員が事業活動を通じて、  

能動的に環境保全を展開し地域社会とともに地球環境に貢献します。  

 

◇基本方針  

 １．当社の事業活動により発生する環境負荷の低減を図るため、環境関連  

の法規制を明確にし、これを遵守するとともに、環境保全活動項目を次  

に掲げ自主的・積極的に取り組みます。  

 

１）CO2 排出量の削減  

２）廃棄物の適正処理と排出抑制  

３）水の使用量の削減  

４）グリーン調達の推進  

  ５）環境配慮施工の実施  

  ６）ＩＣＴ化による設計、工事の効率的運用  

 

２．地域社会と良好な環境コミュニケーションを図り、環境保全のため  

  のボランティア活動への積極的参加に努めます。  

 

３．全社員及び協力業者に対して、環境方針の理解と周知徹底及び意識向上  

 を図ります。  

 

４．環境方針は目標の策定及び見直しの枠組みとなるようにします。  

 

５．環境方針は社内外に公表します。  

 

 

                      制定日 ２０１０年 ２月２５日  

                      改定日 ２０２０年 ６月 １日 

                          株株式式会会社社  谷谷  田田  組組  

                            代代表表取取締締役役  谷谷田田  勝勝良良 
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５．環境経営目標 

（単年度および中長期目標） 

                                                        基準値：2019 年 6 月～2020 年 5 月                           

項 目 場 所 

2019 年度 

実績 

(2019 年 6 月

～ 

2020 年 5 月) 

2019 年度 

実績 

（基準値） 

環境負荷基準指標 

2022 年度

目標 

3.0%削減 

2023 年度

目標 

4.0%削減 

2024 年度

目標 

5.0%削減 

2025 年度

目標 

6.0%削減 

CO2 排出量 

 （㎏-CO2） 

事務所 1271 0.060 0.058 0.058 0.057 0.056 

建設現場 299719 14.087 13.644 13.524 13.383 13.242 

電力使用量 

(ｋWh) 

事務所 2408 0.113 0.110 0.108 0.107 0.106 

建設現場 5265 0.247 0.240 0.237 0.235 0.232 

燃料使用量（L） 建設現場 115537 5.430 5.267 5.213 5.159 5.104 

一般廃棄物排出量（ｔ） 事務所 0.086 0.040 0.039 0.038 0.038 0.038 

産業廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率(%) 建設現場 100% 100% 100% 100% 100% 100% 

水使用量（ｍ3） 事務所 356 167.320 162.300 160.627 158.954 157.281 

項  目 場 所 2022 年度目標 2023 年度目標 2024 年度目標 2025 年度目標 

ｸﾞﾘｰﾝ商品の購入（品） 事務所 27 品以上 29 品以上 31 品以上 33 品以上 

環境配慮施工：環境予防処置 建設現場 2 回以上 2 回以上 2 回以上 2 回以上 

地域貢献 

アドプト 
3 回以

上 
3 回以上 3 回以上 3 回以上 3 回以上 

各現場付近 
1 回以

上 
1 回以上 1 回以上 1 回以上 1 回以上 

※2022 年度の購入電力の排出係数については、0.569（㎏-CO2/kWh）を使用 

 

 

        環境負荷指標 ＝ 環境負荷 ／ 売上高（万円） 

          但し、一般廃棄物および水使用量については、上記に 10,000 を乗じた数値を指標としている。 
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６．環境経営目標実績結果と評価 2022 年度（ 2022 . 6 月 ～ 2023 . 5 月 ） 

（事務所）  

    項  目 
2022 年度 

実 績  

2022 年度 

環境負荷指標 

（ 目 標 ） 

2022 年度 

環境負荷指標 

（ 実 績 ） 

達成率 

（％） 

 

評価 

CO2 排出量（kg－CO2） 2066 0.058 0.056 103.58 ○ 

電力使用量（kWh） 3631 0.110 0.098 111.78 ○ 

一般廃棄物排出量（ｔ） 0.16 0.039 0.043 89.94 × 

水道使用量（ｍ３） 480 162.300 130.092 124.76 ○ 

グリーン商品の購入（品） 79 27 79 - ○ 

環境教育訓練（回） 3 3 3 - ○ 

※2022 年度の購入電力の排出係数については、0.569（㎏-CO2/kWh）を使用 

（建設現場）  

    項  目 
2022 年度 

実 績  

2022 年度 

環境負荷指標 

（ 目 標 ） 

2022 年度 

環境負荷指標 

（ 実 績 ） 

達成率 

（％） 
評価 

CO2 排出量（kg－CO2） 191391 13.664 5.188 263.38 ○ 

電力使用量（kWh） 4927 0.240 0.134 179.10 ○ 

燃料使用量の削減（L） 74347 5.267 2.015 261.39 ○ 

産業廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率 100％ 100% 100% - ○ 

環境配慮施工 

環境予防処置の実施 
2 回 2 回以上 2 回 - ○ 

地域貢献（アドプト事業）（回） 3 3 3 - ○ 

 地域貢献 1 回 1 回以上 1 回 - ○ 

       ※購入電力の排出係数について、2022 年度の実績は 0.569（㎏-CO2/kWh）使用 

環境負荷指標 ＝ 環境負荷 ／ 売上高（万円） （36897 万円) 

    但し、一般廃棄物および水使用量については、上記に 10,000 を乗じた数値を指標としている。 

達成率（－） → 評価（○）目標達成 

達成率（＋） → 評価（×）未達成 

※達成率（＋）でも、事業者の判断で目標達成とする場合あり 
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７．環境経営活動計画、取組結果とその評価、次年度の取り組み内容 

  （事務所） 

2022年6月から2023年5月まで１年間EA21の取り組みを行った結果の評価を下記にまとめた。 

 

目 標     活 動 計 画      手 段 評価    結 果 次年度の取組 

CO2 排出量 

の削減 

（基準比 3%減） 

ｴｱｺﾝ温度の適正管理  

事務所、倉庫内、車両

にシール等を貼付 ○ 目標達成。 継続を実施。 

不在箇所の消灯（ﾄｲﾚ、 

洗面所、流し等） 

使用していない OA 機 

器の電源 OFF 

一般廃棄物 

排出量の削減 

（基準比 3%減） 

ミスコピーの削減 
 

印刷前の再度確認 

ミスコピーBOX の設置 

電子納品及び書類の

簡素化に努める 

○ 

目標未達成。 

提出書類が例年

よりも増加した為

と思われる。 

取組の周知徹底

と意 識の 強 化を

行う。積極的にデ

ータ書類のやり取

りを推進していく。 

コピー用紙の裏紙使用 

電子メール・PDF の活用 

水使用量の 

削減 

（基準比 3%減） 

 

洗浄水等の使用の削減 

 

シール等を貼付 

 

 

○ 

 

目標達成。 継続を実施。 

グリーン調達

の推進 

（27 品以上） 

事務用品のグリーン購

入法適合商品の購入 

エコロジー商品マーク

の優先購入 

 

○ 目標達成。 継続を実施。 

 

環境教育 

（2回以上/年） 

 

 

従業員及び協力業者へ

の環境教育訓練 

 

環境方針、目標の 

周知 
○ 

環境教育 3 回、 

緊急時 3 回実地。 
継続を実施。 

緊急事態対応手順

に基づく訓練 
○ 

 

 

 

 

- ７ – 

 

 



                                   環境レポート EA-014-004 

 

  （建設現場） 

2022年6月から2023年5月まで１年間EA21の取り組みを行った結果の評価を下記にまとめた。 

 

目 標    活 動 計 画      手 段 評価    結 果 次年度の取組 

CO2 排出量の 

削減 

（基準比 3%減） 

① 重機、車両等の 

アイドリングの短縮 

 

アイドリングストップシ

ール 

 ○ 

目標達成。 継続を実施。 

 

② ICT 化による建設機

械使用燃料の削減 

ICT 化による工程管理 
○ 

目標達成。 

 

継続を実施。 

③ タイヤの空気圧の

点検 

日常点検票の設置 

○ 

日常点検を実

施。 継続を実施。 

産業廃棄物 

ﾘｻｲｸﾙ率 

(100%) 

廃棄物の分別の徹底 リサイクル缶の設置 

マニフェストの適正管

理 
○ 

廃棄物の適正な

分別処理により、

リサイクル率１０

０％を達成。 

継続を実施。 

環境配慮施工 

環境境予防処     

置の実行 

（２回以上） 

環境予防処置の実行 各工種着手前に予防

処置の必要性を検討 
○ 

環境に配慮した

予防処置を行っ

た。 
継続を実施。 

地域貢献活動 

（3 回以上） 
地域でのアドプト活動 

徳島県 OUR ﾘﾊﾞｰｱﾄﾞﾌﾟ

ﾄ事業活動 
○ 

リバーアドプトを

実施。 
継続を実施。 

地域貢献活動 

（1 回以上） 

現場周辺での清掃活動 

 

1 回以上の清掃活動 

○ 

清掃活動を実

地。地域貢献に

取り組んでいる。 

継続を実施。 
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８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

環境関連法規等への違反はありません。関係当局よりの違反訴訟などの指摘も過去 3 年間あ

りませんでした。今後も定期的に環境関連法規等について遵守状況をチエックし、違反、訴訟

等が無いよう努めます。 

 

 

法     規     制 遵守確認 

騒音規制法 遵守 

振動規制法 遵守 

建設リサイクル法 遵守 

再生資源の利用に関する判断の基準となるべき事項を定める省令 遵守 

指定副産物に係る再生資源の利用の促進に関する省令 遵守 

廃棄物処理法 遵守 

浄化槽法 遵守 

グリーン購入法 遵守 

海部川清流保全条例 遵守 

徳島県生活環境保全条例 遵守 

 

 

９．代表者による全体の評価と見直しの結果 

   エコアクション21建設業者向けガイドライン2017年版を取組運用した。2022年6月～2023

年 5 月までの取組の結果、一般廃棄物排出量の削減を除き目標達成となった。 

一般廃棄物排出量については、データ化の推進により改善を図るものとする。 

引き続き、全従業員の意識を高め、環境保全はもちろんのこと、コロナ禍や燃料の高騰等

による経営負担を軽減させる為にも効率良くエコアクション 21 を運用していきたい。 

  環境関連法規制については、違反も訴訟もなく、各法規制に基づき遵守がなされている。 
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